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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月14日(2017.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空シース、
　前記中空シース内に収容されるとともに前記中空シース内で長手方向に延伸する撮像導
管に接続された撮像部品であって、前記中空シースの近位領域から離れて配置することが
でき、撮像エネルギーを出射および／または受け取るように構成された、撮像部品、
　前記中空シース内に提供される少なくとも１つの流体路であって、前記近位領域から前
記中空シース内で長手方向に延伸し、前記撮像部品と流体連結する、流体路、
　前記中空シースに対応付けて提供され、前記流体路内に液体を導入するための、少なく
とも１つのポート、
　を備え、
　前記撮像部品の少なくとも１つの部品は、前記流体路と流体連結した親水面を有する
　ことを特徴とする撮像プローブ。
【請求項２】
　前記親水面は親水層を備え、
　前記親水層は、前記液体の音響インピーダンスと前記親水層が配置される材料の音響イ
ンピーダンスとの間に収まる音響インピーダンスを有することにより、前記流体路が前記
液体によって満たされたとき伝搬する撮像エネルギーのインピーダンスミスマッチを減少
させるように構成されている
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像プローブ。
【請求項３】
　前記親水層は、前記液体と前記親水層が配置される材料との間のインピーダンスを略一
致させる音響マッチング層として構成されている
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　ことを特徴とする請求項２記載の撮像プローブ。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの部品は、超音波トランスデューサである
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項記載の撮像プローブ。
【請求項５】
　前記親水面は、少なくとも部分的に光学撮像エネルギーに対して透過である
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項記載の撮像プローブ。
【請求項６】
　前記撮像部品は、前記中空シース内で回転可能であり、
　前記撮像部品の外面の少なくとも一部は、疎水性であり、
　前記中空シースの少なくとも１つの内面は、前記撮像部品に隣接しており、
　前記撮像部品の内面は、親水性である
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項記載の撮像プローブ。
【請求項７】
　前記親水面は、電気的絶縁性である
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項記載の撮像プローブ。
【請求項８】
　中空シース、
　前記中空シース内に収容された超音波トランスデューサであって、前記中空シースの近
位領域から離れて配置することができ、撮像エネルギーを出射および／または受け取るよ
うに構成された、超音波トランスデューサ、
　前記中空シース内に提供される少なくとも１つの流体路であって、前記近位領域から前
記中空シース内で長手方向に延伸し、前記超音波トランスデューサと流体連結する、流体
路、
　前記中空シースに対応付けて提供され、前記流体路内に液体を導入するための、少なく
とも１つのポート、
　を備え、
　前記超音波トランスデューサの出射面は、親水性に構成されている
　ことを特徴とする撮像プローブ。
【請求項９】
　中空シース、
　前記中空シース内に収容された超音波トランスデューサであって、前記中空シースの近
位領域から離れて配置することができ、外部領域に対して超音波エネルギーを出射するよ
うに構成された、超音波トランスデューサ、
　前記中空シース内に提供される少なくとも１つの流体路であって、前記近位領域から前
記中空シース内で長手方向に延伸し、前記超音波トランスデューサと流体連結する、流体
路、
　前記中空シースに対応付けて提供され、前記流体路内に液体を導入するための、少なく
とも１つのポート、
　を備え、
　前記流体路と流体連結し前記超音波トランスデューサからの前記超音波エネルギーが伝
搬する少なくとも１つの内面は親水層を備え、
　前記親水層は、前記液体の音響インピーダンスと前記親水層が配置される材料の音響イ
ンピーダンスとの間に収まる音響インピーダンスを有することにより、前記流体路が液体
によって満たされたとき前記内面を伝搬する超音波エネルギーのインピーダンスミスマッ
チを減少させるように構成されている
　ことを特徴とする医療プローブ。
【請求項１０】
　中空シース、
　前記中空シース内に収容された機能デバイスであって、回転可能かつ前記中空シースの
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近位領域から離れて配置することができる、機能デバイス、
　前記中空シース内に提供される少なくとも１つの流体路であって、前記近位領域から前
記中空シース内で長手方向に延伸し、前記機能デバイスと流体連結する、流体路、
　前記中空シースに対応付けて提供され、前記流体路内に液体を導入するための、少なく
とも１つのポート、
　を備え、
　前記流体路と流体連結する前記中空シース内の１以上の固定面は、少なくとも一部が親
水性に構成され、
　前記中空シース内の１以上の回転可能部品は、前記流体路と流体連結するとともに少な
くとも一部が親水性に構成された回転可能面を備える
　ことを特徴とする医療プローブ。
【請求項１１】
　中空シース、
　前記中空シース内に収容された機能デバイスであって、前記中空シースの近位領域から
離れて配置することができる、機能デバイス、
　前記中空シース内に提供される少なくとも１つの流体路であって、前記近位領域から前
記中空シース内で長手方向に延伸し、前記機能デバイスと流体連結する、流体路、
　前記中空シースに対応付けて提供され、前記流体路と流体連結する、少なくとも１つの
ポート、
　を備え、
　前記流体路を規定する少なくとも１つの内面は、
　　前記機能デバイスの動作を妨げる可能性のある気泡の接着を抑制する少なくとも１つ
の親水面領域であって、前記少なくとも１つの親水面領域の少なくとも一部は前記機能デ
バイスが医療プロセスの間に用いられるとき前記機能デバイスの近傍に配置される、親水
面領域、
　　気泡を捕捉し前記機能デバイスの動作に対して気泡が干渉することを防ぐ少なくとも
１つの疎水面領域であって、前記少なくとも１つの疎水面領域は前記機能デバイスと前記
ポートとの間の位置に配置される、疎水面領域、
　を備える
　ことを特徴とする医療プローブ。
【請求項１２】
　前記中空シースの前記内面上に２以上の親水面領域が配置され、
　前記親水面領域間に疎水面領域が配置されている
　ことを特徴とする請求項１１記載の医療プローブ。
【請求項１３】
　前記医療プローブはさらに、前記中空シース内に収容された内部流体導管を備え、
　前記流体路は、
　　前記中空シースの内面および前記内部流体導管の外面と、
　　前記内部流体導管内に形成された内腔と、
　の間に形成された外腔によって規定され、
　前記内腔は、前記近位端から離れた領域の近傍において前記外腔と流体連結し、
　前記ポートは第１ポートであり、
　前記内腔と前記外腔のいずれか一方は、前記第１ポートと流体連結し、
　前記内腔と前記外腔の他方は、第２ポートと流体連結している
　ことを特徴とする請求項１１記載の医療プローブ。
【請求項１４】
　前記医療プローブはさらに、前記中空シース内に収容され前記機能デバイスを回転させ
るトルクケーブルを備え、
　前記トルクケーブルの表面の少なくとも一部は、親水面である
　ことを特徴とする請求項１１から１３のいずれか１項記載の医療プローブ。
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【請求項１５】
　中空シース、
　前記中空シース内に収容された機能デバイスであって、回転可能かつ前記中空シースの
近位領域から離れて配置することができる、機能デバイス、
　前記中空シース内に提供される少なくとも１つの流体路であって、前記近位領域から前
記中空シース内で長手方向に延伸し、前記機能デバイスと流体連結する、流体路、
　前記中空シースに対応して設けられ、前記流体路に対して液体を導入するための、少な
くとも１つのポート、
　を備え、
　前記流体路と流体連結する回転可能内面を有する前記中空シース内に収容された１以上
の回転可能部品は、前記回転可能内面の少なくとも一部が親水性に構成されている
　ことを特徴とする医療プローブ。
【請求項１６】
　中空シース、
　前記中空シース内に収容された機能部品であって、前記中空シースの近位領域から離れ
て配置することができ、エネルギーを出射および／または受け取るように構成された、機
能部品、
　前記中空シース内に提供される少なくとも１つの流体路であって、前記近位領域から前
記中空シース内で長手方向に延伸し、前記機能部品と流体連結する、流体路、
　前記中空シースに対応して設けられ、前記流体路に対して液体を導入するための、少な
くとも１つのポート、
　を備え、
　前記流体路と流体連結する少なくとも１つの面は親水層を備え、
　前記親水層は、前記液体の音響インピーダンスと前記親水層が配置される材料の音響イ
ンピーダンスとの間に収まる音響インピーダンスを有することにより、前記流体路が液体
によって満たされたとき伝搬するエネルギーのインピーダンスミスマッチを減少させるよ
うに構成されている
　ことを特徴とする医療プローブ。
【請求項１７】
　前記超音波トランスデューサは、傾斜可能撮像トランスデューサおよび前記傾斜可能撮
像トランスデューサの傾斜角を測定するように構成された角度検出トランスデューサを備
え、
　前記撮像トランスデューサと前記角度検出トランスデューサのうち１つは、親水面を有
する
　ことを特徴とする請求項４記載の撮像プローブ。
【請求項１８】
　前記撮像部品の前記少なくとも１つの部品は、前記流体路と流体連結する回転可能面を
有する少なくとも１つの回転可能部品を備え、
　前記回転可能面の少なくとも一部は、親水性である
　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか１項記載の撮像プローブ。
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